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越境する粘土板文書と神
―『エサルハドン王位継承誓約文書』における伝統と革新―
渡 辺  和 子
はじめに
アッシリア王エサルハドン（在位前 680–669 年）は前 672 年に大量











年頃に始まり、3000 年ほど続いた（ウォーカー 1995 参照）。ここではメ
ソポタミア北部のアッシュル（図版 1 参照）を中心にして興った国アッシ
リア（前 2000 年頃 – 前 612 年。渡辺 2009 参照）が、メソポタミアの伝
統を取り入れ、また独自の伝統を作り出しながら発展した歴史的経過を視
野に入れて考察する。なお近年、アッシリアの初期段階の暦制に関する新
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文書によって、前 2 千年紀初頭のアッシュルを中心とする都市国家とそ
の民によるアナトリアでの商業活動及びそれに関する文書の年代がより正
確に解明された（Barjamovic et. al. 2012; 渡辺 2009、657–663 参照）。
1955 年にニムルド（古代のカルフ。図版 1 参照）で ESOD のニムル
ド版が 9 部1）発見された。それらが D. J. ワイズマンによって「エサルハ
ドン宗主権条約」（Wiseman 1958a）として出版されて以来、特に旧約聖






部のテル・タイナトで ESOD の 1 部（タイナト版）を発見し、2012 年に
ローインガーによって公刊された（Lauinger 2012）ため、筆者は拙著の
図版 1：アッシリアの最大版図。アッシュルバニパル（在位前 668-627 年）に達成
された。しかしユダ王国のエルサレム、エジプトのサイス、メンフィスなどはアッシ
リアの州とはされなかった（図版 5a, 5b 参照）。渡辺 2017、10。














（ND4327; 図版 2）であり、縦╳横が 45.8╳30 cm である。4）これは現在
知られている粘土板のなかで最大であるが、ESOD の粘土板のこのよう
に法外な大きさには、理由があると思われる（IV.3. 参照）。
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図版 2：ESOD の粘土板（Ｎ 27 = ND 4327）。表面（左）と裏面（右）。






















668–627 年）であり（図版 1 参照）、アッシリアの州の数はバビロニア
（メソポタミア南部）を含めて 85 にのぼる（Radner 2006, 66）。しかし
前 672 年当時のアッシリアは本国の中心部を含めて 71 の州に分割され








た。Harrison/ Osborne 2012, 
138.























きいためとしたが（Wiseman 1958, 14 と n.140）、それだけではないと
思われる。筆者が大英博物館所蔵の ESOD の粘土板を計測したかぎりで
は、厚さは 4.4 cm から 5.7 cm の間であった（Watanabe 1987, 52)。そ
れほどの厚さは石碑のように立てて置くことが期待されたためと筆者は考
える（図版 6; Watanabe 1988 参照）。堆積平野のメソポタミアで石材は
得にくく貴重であるのに対して、粘土はほぼ無尽蔵である。ESOD のよ
うに大量生産される巨大文書には粘土の方が適しているが、それ以上に印
図版 6：ESOD の粘土板は例外的に表面（左）と裏面（右）の書字方向が同じ。表面にある 4
欄を読み、その続きは裏面に回って 8 欄まで読む。3 つの印影は左から印章 A、B、C による。
印章 B（古アッシリア時代のもの）だけは垂直方向に印影が押されている。それによって 2 行
の印章銘文は上下方向が逆になっている。渡辺 2017、11 参照。












と機能の観点から次の 2 つのグループに分けた。第 1 グループは書庫で
長期に保存される伝統的、文学的テクストであり、熟練した書記によって
書かれるもの。第 2 グループは日常的な活動の記録であり、膨大な数が
ある（Oppenheim 1977 [1964], 13）。しかし実際はそれぞれに多様性が
ある。












この分類法によると ESOD は、前 7 世紀当時のアッシリアの法的文書
の形式に従って冒頭で誰の印章かが説明され、続いて印影があるという、













ワイズマンに従って訳した（Parpola/ Watanabe 1988, 28–58）。
従来の文法書では、条件節における動詞は直説法とされてきた（von 
Soden 1995, §161a）が、ESOD で頻出する、条件節における接続法の




る。詳しくは Watanabe 1987, 27–30; 渡辺 2017、17–22 参照。8）






















　　前 625 年頃 – 紀元頃
アッカド語と総称される東セム語の時代と地方による方言の違い。Caplice 2002, 3 を参考
に渡辺作成。「標準バビロニア語」は北部と南部の双方で第 1 グループの文書に用いられた。
［アッカド語方言の表］











































14 の文書（Parpola/ Watanabe 1988）と、「アデー」の語が使われている
すべての箇所と用法（Watanabe 1987, 6–23）から、その意味は「誓約に
よって確定された取り決め」のような意味であり、政治的な文脈で用いら
れていた。しかし時代順に並べられた 14 のアデー文書のうち、6 番目に
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「神々の王、国々の王であるアッシュルも変更を許さない印章。大いなる
君主、神々の父（であるアッシュル）の異議申し立てを許さない印章」













































偶女神ムリスを礼拝している場面としての「礼拝図」。高さ 5.5 cm。渡辺 2017，44 参照。






























可能性もある。高さ 3.4 cm。渡辺 2017、46 参照。
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シュルの施政者が献じたこと、そしてそれがアッシリアの伝統として根付




II.2.3.　中期アッシリア時代の印章（印章 C、図版 9a, 9b）













ルタ 1 世）、天候神アダド。高さ 7 cm。
図版 9b：中期アッシリア時代の印章（Ｃ）の印






















（Watanabe 2014, 165）。ESOD 本文では、シャマシュ・シュム・ウキン

















は ESOD を構成する要素の 9 つを次のように抽出し、すべての行（692+
α行）をその 9 つに分けた（Watanabe 2015; 渡辺 2017、15–17）。
（1）印章の説明（1 箇所）　（2）表題（2 箇所）　（3）命令（2 箇所）
（4）制定事項（5 箇所）　（5）条件節（36 箇所）―「プロタシス」（protasis）
（6）関係節（1 箇所）　（7）帰結文（29 箇所）―「アポドシス」（apodosis）






「（4）制定事項」は 5 箇所に分けて書かれているが、ESOD のなかでの
根幹部分であり、誓約の対象となる内容を示している。制定事項の 5 箇
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（Aššur ilkunu）、394 大皇太子アッシュルバニパルはあなた方の主



















のごとく（kī ilīkunu）守らないならば（第 2 人称、現在形、アッシ
リア語の接続法）（下線渡辺。渡辺 2017、223 参照）11）。
上記のように、§34 の「制定事項⑤」では、アッシュルはあなた方の神
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前述したように ESOD の 3
つの印影はそれぞれ礼拝図を示
す。最古の古アッシリア時代





シリア時代の印章 C（図版 9a, 




















ニムルド版が発見される 1 年前に G. E. メンデンホール（Mendenhall 
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ワイズマンは「印章の説明」も、印章 A（図版 7）と印章 B（図版 8）
の印章銘文も正しく読んでいるため（Wiseman 1958a, 14–19）、神の
アッシュルの印章が押印されていることを認識しているはずである。と
ころが印章 C（図版 9a, 9b）については「王の印章」とした。その根拠
として 1 つのニネヴェ出土の粘土板文書（図版 11; K 2673; Wiseman 













 6 600 年後にバビロンを征服した。
 7 そしてバビロンの財産からこれ（印章）をもたらした。
図版 11：センナケリブが発見した印章に関する粘土板文書。表面（左）と裏面（右）。
大英博物館。Iraq 20, Plate VIII-2 (K 2673)
越境する粘土板文書と神   ｜   515
底面 8（古い書体で）全世界の王、シャガラクティ・シュリヤシュの
財産。





 （12 = 8）12（古い書体で）全世界の王、シャガラクティ・シュ
リヤシュの財産。
 13 当該のラピスラズリの印章に（ある銘文と付加すべき銘文）。
（下線渡辺。Watanabe 1985, 386; King 1904, 106–109; Gray-
son 1987, 280–281; Grayson/ Novotny 2014, 215–217 参照）12）
この文書から読み取れることを時系列を追って記すと次のようになる。
（1）〈8 ＝ 12 行〉ラピスラズリの印章にカッシート王朝時代のバビロ
ニア王「シャガラクティ・シュリヤシュの財産」と刻まれていた。
（2）〈1–3 ＝ 9–11 行〉バビロニアに攻め込んだトゥクルティ・ニヌル





（4）〈5–7 行〉「600 年後に」（これは誇張であり、実際には前 689 年
に）バビロニアの首都バビロンに攻め込んだセンナケリブが、この印章を
バビロンの財産のなかに見つけ、再びアッシリアへもたらして新たな銘文
4–7 行を加えさせたことになる。なお、この時系列はすでに L. W. キング
が読みとっていた（King 1904, 60–76)。
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この粘土板文書は第 13 行（奥付）にあるように、センナケリブの指示
によって、すでにあったトゥクルティ・ニヌルタ 1 世による第 1−3 行と、
最初の持ち主であるバビロニアのカッシート王朝のシャガラクティ・シュ





がら（Wiseman 1958, 21, fn. 185)、この粘土板文書で言われている印







9b）でも、この粘土板 K 2673 が伝えるラピスラズリの印章にあるべき
文字とは異なっている。それだけでなくこの粘土板は、元あった銘文をそ







プト軍とヒッタイト軍が戦った後、前 1269 年に、エジプトのラムセス 2
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世とヒッタイトのハトゥシリ 3 世の間に結ばれた、いわゆる「ヒッタイ
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ンボルでもあると筆者は考える。この台座の基底部に次の銘文がある。
神 ヌ ス ク の 台 座（nēmedu）。（ 神 ヌ ス ク は ） エ ク ル 神 殿 の 大 臣
（sukkalmaḫḫu）、正義の尺を持つ者、アッシュル = エンリルの前に
仕える者（muzziz pān aššur u enlil）である。彼（ヌスク）は、その
愛する王トゥクルティ・ニヌルタ（1 世）の祈りを神アッシュル = エ
ンリルの前で日々繰り返す。エクルにおける彼の権勢の天命が［…］。
私の主であるアッシュルが永遠に…（欠損）」（Grayson 1987, 279−




















































47 cm。 前 2500 年 頃。 ウ ル
の王墓から出土。大英博物館蔵。
前川 2011、32-33 参照。
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注
1） ニムルド版は「8 部」と誤解されることがあるが、実際には少なくとも 9 部ある
（渡辺 2017, 14）。発見時のニムルド発掘責任者の M. E. L. マロワンがすでに 9 部
あると述べ（Mallowan 1958, p.i）、ワイズマン自身もラマタヤに対して発行され
た粘土板（N27）と、「少なくとも他の 8 部」（at least eight further copies）の復
元作業をしたところ、ほぼ同じ文面であるという（Wiseman 1958a, 2）。ニムルド
版は 10 部以上存在する可能性もある。ニムルド版は「8 部」という誤解は、ワイ
ズマンの「少なくとも他の 8 部」を「（全部で）8 部」と読み違えて記した S．パ















辺 2013, 56; Novotny/ Jeffers 2018, 231）というものであった。ワイズマンはこ
の箇所を引用しながらも（Wiseman 1958a, 3）「宗主権条約」と判断したことに
なる。アッシュル版のさらなる断片 2 点がベルリン国立博物館の所蔵物から E. フ
ラームによって同定されている（Frahm 2009, 135–135; 255; 渡辺 2017, 13–15）。
4） ワイズマンによれば、クユンジュク（古代のニネヴェ）出土の粘土板文書のなかで
最大の K 4349（大英博物館蔵。Litke 1998 参照）と同じ大きさであるが、厚さは

















続法が多く用いられることもおそらく同様に説明できる」（von Soden 1995 [1953], 
§185; 下線渡辺）。これはヘブライ語の古い文法書のなかに誓いの表現法（Gesenius/ 
Kautsch 1909, §149）として書かれていることに依拠している。しかし現在知られ














112; 渡辺 2013、64 参照）。しかし彼はその後、筆者の訳し方（Watanabe 2014, 
157）を取り入れている（Lauinger 2016, 309; 渡辺 2017、22 参照）。
9） 「町の家」が、「リンムの家」（ビート・リーミム）とも呼ばれたことについて
Dercksen 2003, 52–60 参照。リンム（limmu）、より古くはリームム（līmum）と
は、前 1972 年にアッシリアに始まった暦制であり、毎年異なる役人が選ばれて、
その名が年の名とされた。1992 年にアナトリアのキュルテペ（古代のカニシュ）
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で発見された最古の「リンム表」を、2003 年に公刊した K. R. フェーンホーフは、
古アッシリア時代の王エリシュム 1 世がリンム（エポニュム）制度を前 1974 年に
開始したとしたが（Veenhof 2003, 57; 渡辺 2009、657–663）、その後の研究で前
1972 年に訂正された（Barjamovic et al. 2012 参照）。
10） §34b: 393−396
a 393 ana urki ūmē ana (ūmē) ṣâti Aššur ilkunu
a 394 Aššur-bāni-apli marᵓa šarri rabiᵓu (=GAL) ša bēt ridūti/e bēlkunu
a 395 marᵓēkunu marᵓē marᵓēkunu
a 396 ana marᵓēšu lipluḫū
 行数の前の「a」は、その行がアッシリア語の、「b」はバビロニア語の文法、表
現、語彙で、「ab」は双方が混ざった形で書かれていることを意味する。
11） §35: 397–409 の後半（405–409）
ab 405 kunuk rubê rabê anniᵓe ša adê ša Aššur-bāni-apli marᵓi šarri rabiᵓi
a 406 ša bēt ridūti/e marᵓi Aššur-aḫu-iddina šar māt Aššur bēlīkunu
a 407 ina libbi šaṭirūni ina kunukki ša Aššur šar ilānī
a 408 kanikūni ina pānēkunu šakinūni
a 409 kī ilīkunu lā tanaṣṣarāni
12） ここではアッカド語本文の翻字（transliteration）を示す。
表面 1 [d]GISKIM-MAŠ MAN ŠÁR A dSALIM-nu-MAŠ MAN KUR aš-šur
　　 2 KUR-ti KUR kára-du-<ni-ši> mu-né!-kír SAR-ia MU-ia
　　 3 aš-šur dIM MU-šú KUR-su lu-ḫal-li-qu
　　 4 NA4.KIŠIB an-nu-u TA* KUR aš-šur ana KUR URI.KI šá-ri-ik ta-din
　　 5 ana-ku md30-PAP.MEŠ-SU MAN KUR aš-šur
　　 6 ina 6 me MU.MEŠ KÁ.DINGIR KUR-ud-ma
　　 7 TA* NÍG.GA KÁ.DINGIR us-se-ṣi-áš-šú
底面 8 NÍG.GA ša-ga-ra-ak-ti-šur-ia-aš LUGAL KIŠ
裏面 9 dGISKIM-MAŠ MAN ŠÁR A dSALIM-nu-<MAŠ> MAN KUR aš-šur
　　10 [KUR-t]i KUR kára-du-ni-ši mu-né!-kír SAR-ia MU-ia
　　11 aš-šur dIM MU-šú KUR-su lu-ḫal-li-qu
　　12 NÍG.GA ša-ga-ra-ak-ti-šur-ia-aš LUGAL KIŠ
　　13 šá ina UGU NA4.KIŠIB ša ZA.GÌN
13） 「アパ・ラバーヌ」の仕草はエサルハドンに受け継がれるが、その後は伝統的な
「ウバーナ・タラーツ」にもどっている。Magen 1986, 137–169 参照。
14） キッチン／ローレンスは、『古代近東の条約、法、契約』3 巻によって「禿鷲碑
文」（「禿鷹」ではなく「禿鷲」の命名は前川 2011、20–25 による）を含めて、こ
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れまでに知られる関連文書の英訳を収録している。残念ながら ESOD のタイナト
版の公刊直前であったため、ESOD の訳文はパルポラのもの（Parpola/ Watanabe 
1988, 28–58）を採用している（Kitchen/ Lawrence 2012, I, 963–1002）。
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